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「第４回　昭和の乗り物大集合 IN 阿賀野 2016」
　「クラシックカーで地域交流」を基本に、今回で４回目を迎えることができました。
　参加は4 輪が 130 台 2 輪が 120 台と、年々パワーアップして今までの中で最大のイベントとなりました。
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ご
あ
い
さ
つ
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法
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発
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法
人
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
小
島
　
啓
一

　
　

会
員
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
法
人
会
の
事
業
活

動
に
は
平
素
よ
り
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

戦
後
そ
れ
ま
で
の
賦
課
課
税
制
度
か
ら
納
税
者
自
ら

が
納
税
額
を
申
告
し
納
税
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
申
告

納
税
制
度
に
移
行
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
、
法
人
税

を
中
心
に
正
し
い
税
知
識
の
習
得
と
納
税
意
識
の
高
揚

な
ど
を
図
る
た
め
に
企
業
経
営
者
の
間
か
ら
自
発
的
に

結
成
さ
れ
た
の
が
法
人
会
で
す
。
爾
来
、
法
人
会
は
民

間
に
お
け
る
税
に
関
す
る
唯
一
の
公
益
法
人
と
し
て
、

「
税
」
を
中
心
に
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。
当
新
発
田

法
人
会
は
、
昭
和
34
年
に
創
設
さ
れ
、
平
成
元
年
に
社

団
法
人
新
発
田
法
人
会
、
平
成
24
年
4
月
に
は
公
益
法

人
制
度
改
革
に
よ
り
公
益
社
団
法
人
新
発
田
法
人
会
と

し
て
認
可
を
い
た
だ
き
今
期
は
5
期
目
の
節
目
を
迎
え
、

新
発
田
税
務
署
管
内
の
約
１
，
０
０
０
社
の
ご
加
盟
を

い
た
だ
く
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
税
務

当
局
は
じ
め
関
係
諸
団
体
各
位
、
歴
代
の
会
長
並
び
に

役
員
の
方
々
、
さ
ら
に
は
多
く
の
会
員
の
皆
様
方
の
長

年
に
亘
る
ご
指
導
、
ご
高
配
の
賜
物
と
衷
心
よ
り
感
謝

し
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
発
田
法
人
会
は
、
全
国
法
人
会
総
連
合
の
新
た
な

理
念
、『
法
人
会
は
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
企
業
の
発
展
を
支
援
し
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
し
、

国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
経
営
者
の
団
体
で
あ

る
』
に
基
づ
き
、
税
務
当
局
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た

税
に
関
す
る
各
種
研
修
会
、
企
業
経
営
に
関
す
る
多
方

面
の
研
修
会
や
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
更
な
る
法
人
会
活
動
の
推
進
や
活
性
化
の
た
め
に

は
、
会
組
織
の
拡
充
・
会
員
の
増
強
は
欠
か
せ
な
い
要

素
で
す
が
、
近
年
は
残
念
な
が
ら
廃
業
等
に
よ
り
会
員

の
減
少
が
続
き
苦
慮
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
増

強
に
は
法
人
会
の
認
知
度
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
研
修
会
・
講
演
会
の
会
員
以

外
へ
の
開
放
、
社
会
貢
献
活
動
の
積
極
的
な
推
進
、
更

に
は
租
税
教
育
活
動
等
々
様
々
な
取
り
組
み
を
い
た
し

て
い
ま
す
。
活
動
の
一
部
に
つ
き
ま
し
て
は
本
紙
の
紙

面
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
と
も
ご
高
覧
の
う

え
、
会
員
拡
大
の
た
め
に
未
加
入
法
人
へ
の
お
声
が
け

や
事
務
局
へ
の
ご
紹
介
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
法
人
会
で
は
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
企
業
に
お
け
る

内
部
統
制
面
や
経
理
面
に
関
す
る
自
主
点
検
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。
企
業
を
成
長
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
売

上
を
伸
ば
し
利
益
を
上
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

内
部
統
制
面
の
強
化
や
経
理
面
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
も
重
要
な
要
素
で
す
。
内
部
管
理
面
に
不
備
が
あ
れ

ば
深
刻
な
経
営
上
の
リ
ス
ク
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
法
人
会
で
は
全
国
税
理
士
会
連
合
会
の
協
力
を
得

て
、
こ
う
し
た
『
自
主
点
検
』
を
簡
単
に
で
き
る
よ
う

に
『
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
』
な
ら
び
に
『
自
主

点
検
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
取
組

は
、
経
営
者
の
皆
様
が
『
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
』
を
活
用

し
、
企
業
自
ら
が
自
主
点
検
す
る
こ
と
を
通
じ
て
税
務

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
向
上
さ
せ
、
自
社
の
成
長
を
目

指
し
、
ひ
い
て
は
税
務
リ
ス
ク
の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
取
組
は
国
税
庁
の
ご

後
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
税
務

署
の
窓
口
に
も
配
置
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
発
田
法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
活
用
い
た

だ
き
貴
社
の
成
長
発
展
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
会
員
企
業
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
ご
健
勝
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
法
人
会
活
動
へ
の

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

  

着
任
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
発
田
税
務
署
長
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
田
　
義
通

　
　

公
益
社
団
法
人
新
発
田
法
人
会
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
法
人
会
活
動
を
通
じ
、
税
務
行
政
に

対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
支
援
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
新
発
田
税

務
署
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
塩
田
と
申
し
ま

す
。
関
東
信
越
国
税
局
総
務
部
か
ら
転
任
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
藤
沢
前
署
長
と
同
様
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
発
田
税
務
署
管
内
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
、
稲
作
だ
け
で
な
く
果
樹
栽
培
等
も
盛
ん

な
一
方
、
東
港
周
辺
に
は
大
規
模
な
工
業
・
物

流
の
拠
点
が
広
が
っ
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
顔

を
持
つ
地
域
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
環
境
の
下
で
勤
務
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
光

栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

法
人
会
の
皆
様
は
、
永
年
に
わ
た
り
正
し
い

税
知
識
の
普
及
と
納
税
道
義
の
高
揚
を
図
る
た

め
、
各
種
研
修
会
等
を
積
極
的
に
開
催
さ
れ
、

更
に
は
地
域
に
密
着
し
た
社
会
貢
献
活
動
を
行

う
等
、
幅
広
い
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
小
島
会
長
を
は
じ
め
役
員

並
び
に
会
員
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
多
大
な

ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

法
人
会
で
は
現
在
、
全
国
規
模
で
、「
企
業

の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
の
た
め
の
取

組
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
」
を
活
用
し
、
企
業
自
ら
が
内
部
統

制
面
や
経
理
面
の
質
的
向
上
を
図
る
も
の
で
、

国
税
庁
の
後
援
事
業
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
取
組
は
、
企
業
の
適
正
な
申
告
・

納
税
に
も
直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
人
会
会

員
の
皆
様
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
企
業
に
広
く

取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
税
庁
で
は
、
適
正
な
申
告
と
期
限

内
で
の
納
税
が
国
民
の
皆
様
に
広
く
浸
透
す
る

た
め
に
は
、
税
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
知
識

が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
次
代
を
担

う
子
供
た
ち
に
向
け
た
作
文
募
集
や
租
税
教
室

の
開
催
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

新
発
田
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
女
性

部
・
青
年
部
を
中
心
に
、
児
童
ク
ラ
ブ
や
小
学

校
で
の
租
税
教
室
の
実
施
、
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
の
開
催
等
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
そ

の
積
極
的
な
活
動
に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
、
公
益
事
業
の
中
心
的
な
活
動
と

し
て
、
子
供
た
ち
へ
の
租
税
教
育
の
推
進
に
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
も
ご
承
知
の
よ
う
に
、
本
年
一

月
よ
り
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、
い
わ
ゆ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
順
次
導
入
さ
れ
て
お

り
、
税
務
署
に
お
き
ま
し
て
も
申
請
書
・
届
出

書
等
の
提
出
時
に
は
、
個
人
に
は
個
人
番
号
の

記
載
と
本
人
確
認
を
、
法
人
に
は
法
人
番
号
の

記
載
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
際
し
ま

し
て
は
、
法
人
会
の
皆
様
に
は
、
説
明
会
の
開

催
を
は
じ
め
周
知
・
広
報
活
動
に
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
制
度
の
定
着
に
向
け
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人
新
発
田
法

人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
、
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
着
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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第 5 回 通 常 総 会 を 開 催 し ま し た 。
　6 月 3 日　ホテル華鳳において、第 5 回通常総会を開催しました。
会員総数 956 社のうち出席（委任状含む）619 社、出席役員は 20 名でした。

第 1 号議案「平成 27 年度決算報告承認の件」が提案通り可決承認されました。
第 2 号議案「その他」については、特に提案等はありませんでした。

つづいて報告事項として、理事会承認事項の「平成 27 年度事業報告」
「平成 28 年度事業計画」「平成 28 年度収支予算」が報告されました。
来賓
	 新発田税務署　　　　　　　　　　署長　　　　藤沢 佳文
	 新発田税務署　　　　　　　　　　法人統括官　髙塚 宏
	 新発田税務署　　　　　　　　　　法人上席官　佐藤 彰
	 関東信越税理士会新発田支部　　　支部長㈹　　小柳 顕治
	 大同生命保険（株）新潟支社　　　営業課長　　飯島 利雄
	 AIU損害保険（株）新潟支社　　　営業課長　　村井田 康平
	 アメリカンファミリー生命保険　　新潟支社長　西川 浩平　　　（敬称略）

議事終了後、来賓の新発田税務署長 藤沢佳文 氏から祝辞を頂き、総会は無事
閉会しました。
総会閉会後、功労者表彰式が執り行われ、青年部部長を退任された池田昌祥
さんと女性部部長を退任された井上絹子さんを、小島会長から表彰させてい
ただきました。
第 5 回通常総会議案書はホームページをご覧ください。

総会終了後、記念講演会を開催しました。
講師：新発田税務署長　藤沢　佳文　氏　　
演題：『税を取り巻く話題』

表 彰 お め で と う ご ざ い ま す
全法連　　　　会長表彰　　廣岡 信行　監事
新潟県連　　　会長表彰　　林　 文穂　理事　　　　佐藤 敦子　理事
新発田法人会　会長表彰　　池田 昌祥　理事　前青年部部長
新発田法人会　会長表彰　　井上 絹子　前女性部部長　　　　　　　　（敬称略）

新発田税務署  転入転出者名簿
転入者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   転出者

新所属 氏　名 旧所属 旧所属 氏　名 新所属
署　長 塩田　義通 国税局　総務部 署　長 藤沢　佳文 税務大学校

法人　統括官 伊藤　智之 前橋署　法人 法人　統括官 高塚　　宏 国税局　課税第二部
法人　上調官 野尻　　亘 新潟署　法人 法人　上調官 坂井　雅樹 長岡署　法人
法人　上調官 山口　香織 三条署　法人 法人　上調官 馬場　泰幸 村上署　法人

新発田法人会　管内の話題
順位 都道府県 氏　名 納税額（円） 備　考
１ 新潟県（新発田） 市島 徳次郎 12,441 農業
2 三重県 諸戸 　清六 10,871 農業
３ 新潟県（新発田） 白勢 　長衛 9,961 農業
４ 岡山県 野崎 武吉郎 8,707 農業
５ 新潟県（水原） 佐藤 伊左衛門 7,965 農業
６ 佐賀県 田中 　清輔 6,857 無職業
７ 大阪府 住友 吉左衛門 6,787 住友合資社長
８ 岡山県 大原 考四郎 6,508 大原美術館の祖
9 山梨県 若尾 　民三 6,301 商業
10 新潟県（聖籠） 二宮 　孝順 5,950 農業・貸地

この一覧をご存知でしょうか？明治
29 年に全国に税務署ができましたが、
この一覧は明治 31 年（1898 年）発行
の全国多額納税者互選名鑑です。これ
によれば、全国ナンバーワンは新発田
天王の市島徳次郎、ベスト 10 に当法
人会管内で 4 名が載っています。11
位以下でも笹岡の五十嵐甚蔵、安田の
斎藤美誠・齋藤彌惣兵衛、水原の佐藤
友衛門、京ヶ瀬の圓山七衛武などが名
を連ね、当地域は全国でも屈指の高額
納税地でした。（敬称略）
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青　年　部
　事業報告会
　平成 28 年 7 月 29 日、豊谷殿を会場に、塩田義通新発田税務署長、伊藤智之法人統
括官と女性部役員をご来賓にお迎えして開催しました。
　平成 27 年度事業報告並びに決算報告、平成 28 年度事業計画（案）並び
に収支予算（案）が報告されいずれも原案どおり承認されました。
　閉会後、懇親会が開催され和気藹々の中に情報交換や親交を深めました。

　租税教室の開催
　青年部では女性部役員と合同で、小学校の授業や夏休みの放課後児童クラブを訪問して租税教室を開催しています。
マグネットボードの利用、租税教育用紙芝居『ゲゲゲの鬼太郎』上演、租税教育用 DVD『けんたくんの大冒険』上映
など子どもたちに理解できる内容で税の役割や大切さを伝えています。最後にジュラルミンケース入りの一億円の札
束を見せると、見せて！触らせて！持たせて！と大興奮！大人になったら一億円稼ぐと宣言する子も現れました。感
受性の豊かな小学生が楽しみながら、税の役割や意義を知ることはとても有意義なことです。また、子どもたちの真
剣な受講態度やパワーに、圧倒され講師たちにとっても意義あるものとなりました。

小学校の授業としての開催　　　　　　　　 放課後児童クラブでの開催
開催日 学校名 開催日 開催クラブ名 開催日 開催クラブ名

1 月 12 日 新発田市立  東豊小学校 8 月 3 日 紫雲寺児童クラブ 8 月 24 日 佐々木児童クラブ
1 月 15 日 阿賀野市立  分田小学校 8 月 3 日 東豊第２児童クラブ 8 月 24 日 東豊児童クラブ
1 月 15 日 阿賀野市立  神山小学校 8 月 19 日 胎内なかよしクラブ 8 月 25 日 中条なかよしクラブ
1 月 22 日 新発田市立 佐々木小学校 8 月 19 日 五十公野児童クラブ

　絵はがきコンクール
　女性部では、毎年『税に関する絵はがきコンクール』を開催しています。
　今年は 3 校 71 作品の応募があり、選考の結果、佐々木小学校 6 年斉藤 ちひろ
さんの作品が最優秀賞に選ばれ、他の優秀作品とともに各学校を通じて表彰して
いただきました。
　この取組は、税務署からも高い評価をいただき次回からは、『新発田税務署長賞』
を出していただけることとなりました。

女　性　部
　第 11 回法人会全国女性フォーラム福島大会
　平成28年4月14日（木）に開催され会場は福島ビックパレット福島での開催でした。
新発田から４名参加致しました。大会キャッチフレーズは「心ひとつに」伝えよう　
繋ごう　創ろう　福島から
　第１部「記念講演」演題「伝えることの大切さ　伝わることの素晴らしさ」
　　　　　講師　フリーアナウンサー　大和田　新　氏
　第２部　式典
　　　　　大会参加人数　1,600 名

　女性部事業報告会
　平成 28 年 6 月 23 日（木）ホテル清風苑にて開催いたしました。新発田税務署長並びに統括官・上席をお招きし開
催されました。事業報告後に、講演会がありました。

議　事　　
　平成 27 年度事業報告
　平成 28 年度事業計画
　平成 27 年度収支実績・平成 28 年度収支予算
講演会「心と身体の健康をあなたに」
講　師　本　田　昇　氏

最優秀賞  佐々木小学校  斉藤ちひろ さん
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　視察研修を終えて� 女性部長　冨岡フジ子
　28 年度の視察研修が 9 月 15・16 日の 2 日間で関東方面に行って参りました。
視察の目的は東京国税局です。27 年 5 月に築地に移転し、まだ本当に新しい近代的な建物の
東京国税局は、東京中央区にある。国税庁の地方支部局があり南関東の東京都・千葉県・神奈
川県・山梨県の１都 3 県を管轄しています。
　皆様もご存じのように「マルサの女」は実際に東京局の方をモデルにしたものです。
　新しくなった局はロビーも広く喫茶スペースもあり広々としておりました。
私たちは、安楽部長の部長室は、開放的なお部屋と部長さんになられた安楽部長は一段と立派
になられましたが、懐かしく感じて参りました。
　大変お忙しい時間を割いていただきありがとうございました。
　そのあと研修室にて、東京国税局の組織、仕事内容を聴いてきましたが、税務署の
上部組織にあたり税務調査についても指摘の鋭さや厳しさがあるのではないかと感
じました。
　40 分と短い時間ではありましたが、税金は私たち経営者にとって税金を納めてこ
そ、本当の企業人であるのではないかと感じてきました。
　仕事の様子は拝見できませんでしたが、きっと積み上げられた書類の中でお仕事を
されているのではないかと思います。

　今回東京国税局訪問の実現に当たり藤沢教授、心より感謝申し上げます。また、
会田補佐官ありがとうございました。東京は、オリンピックに向け都心は大きく
変化してきています。その様子も女性部は感じてきました。きっとすばらしい街
になることと思います。
　１日目に鑑賞致しました歌舞伎座も素晴らしく、
まだ建物も新しくなったばかりでした。歌舞伎は、
日本の文化です。そして日本人に生まれて本当に

よかったと実感致しました。
　参加いただきました会員の皆様ありがとうございました。参加いただき感謝申し上
げます。
　また、一般では、なかなか行けない所を法人会が行けることは誇りに思います。
　これからも会員の皆様と共に歩み、学びの場を提供して行けますように、頑張りま
すのでご協力お願い致します。

　講演会
　女性限定にてＡＩＵ損害保険株式会社と新発田法人会共催での講演会、一般にも呼
びかけ新発田市の広報にも呼びかけまた商店街にもチラシを置いていただくなどさせ
て致しました。
演題「乳がんの治療格差と治療方法の多様化」
講師　木村久美　氏

　正しい知識と様々な治療法が進んだ事により死
亡率は５位とがんと言えども治る時代になってき
ている。ひと昔前は乳がんと診断されれば全摘手
術が主流でしたが医療の飛躍的進歩により乳房温
存治療法やセンチネルリンパ筋生検等新しい方法
が次々に出てきており、これらの医療情報の大切
さと治療法と乳房触診モデルを使用し実体験により自己診断方法を学びました。

　第 13 回県法連女性部会連絡協議会合同セミナー
　平成 28 年 10 月 6 日（木）に開催されました合同セミナーに参加してきました。
　この時台風が接近しており一時はどうなるのかと思っておりましたが天気の心配
をしての会場入りでしたが台風の影響もなく一安心でした。今回参加者 150 名以
上の各法人会女性部の参加でした。新発田法人会女性部からは、５名の方々が参加
致しました。
第１部　合同セミナー
記念講演　「ふるさとの誇りを伝え・遣し・創る　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　～古里映画と祈りの花火～」
講　　師　月刊地域情報紙　マイスキップ
　　　　　代表兼ＷＥＢデザイナー　渡辺　千雅　氏
第 2 部　交流会
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主催した会議等
日　時 事業・会議名 内　容 会　場 参加人員

5月10日（火） 監査 平成27年度会計監査 北辰館 5

5月11日（水） 青年部
正副部長会議

（１）　平成28年度活動方針について
（２）　事業報告会について　（３）　その他 北辰館 4

5月12日（木） 女性部
正副部長会議

（１）　事業報告会提出議案について
（２）　視察研修について　　（３）　その他 ホテル華鳳 6

5月16日（月） 第１回　理事会 （１）　27年度事業報告並びに決算報告
（２）　通常総会の議題等　　（３）　その他 北辰館 20

6月3日（金） 第5回　通常総会

決議事項
（１）　平成27年度決算報告承認　（２）　その他
報告事項

（１）　平成27年度事業報告・28年度事業計画・28年度収支予算

ホテル華鳳 60

6月7日（火） 青年部
正副部長会議

（１）　活動の基本方針について
（２）　平成27年度事業報告会について　　（３）　その他 金子屋別館 5

6月23日（木） 女性部
事業報告会

（１）　平成27年度事業報告　　（２）　平成27年度決算報告
（３）　平成28年度事業計画（案）
（４）　平成28年度収支予算（案）　（５）　その他

ホテル清風苑 51

7月29日（金） 青年部
事業報告会

（１）　平成27年度事業報告　　（２）　平成27年度決算報告
（３）　平成28年度事業計画（案）
（４）　平成28年度収支予算（案）　（５）　その他

豊谷殿 17

9月27日（火） 第２回　理事会

決議事項　　（１）　平成28年度事業進捗状況
　　　　　　（２）　会員増強月間について　　（３）　その他
報告事項　　（１）　代表理事の職務執行報告　　
　　　　　　（２）　租税教育活動について

志まや 25

研修会　講演会等の開催や参加等
日　時 事業・会議名 内　容 会　場 参加人員

4月12日（火） 決算期別説明会
３・４・５月決算説明会
決算・申告にあたっての留意事項
イータックスについて

新発田市
カルチャーセンター 75

6月3日（金） 総会記念講演会 演題 ： 『税務について』
講師 ： 新発田税務署長　藤沢 佳文 氏 ホテル華鳳 60

6月23日（木） 女性部
記念講演会

講師 ： Ｅｖhonda（株）取締役社長　本田 昇　氏
演題 ： 「心と身体の健康を　あなたに」 ホテル清風苑 51

7月5日（火） 決算期別説明会
６・７・８月決算説明会
決算・申告にあたっての留意事項
イータックスについて

新発田市
カルチャーセンター 18

8月23日（火） 平成28年度
税制改正研修会

平成28年度税制改正について
講師 ： 新発田税務署　担当官 イクネスしばた 48

8月24日（水） 平成28年度
税制改正研修会

平成28年度税制改正について
講師 ： 新発田税務署　担当官

胎内市
産業文化会館 15

9月1日（木） 平成28年度
税制改正研修会

平成28年度税制改正について
講師 ： 新発田税務署　担当官 安田商工会 22

9月6日（火） 女性のための
健康セミナー

AIU共催セミナー
講師 ： 木村　久美　氏　
演題 ： 『乳がんの医療格差と治療法の多様化』

イクネスしばた 30

9月15（木）
～16日（金）

女性部
視察研修 東京国税局視察　歌舞伎観劇 東京方面 26

10月11日（火） 健康セミナー 演題 ： ガンの予防とアンチエイジングのために
講師 ： 井上　正子　氏　（医学博士　管理栄養士） ホテル華鳳 57

10月12日（水） 決算期別説明会
９・10・11月決算説明会
決算・申告にあたっての留意事項
イータックスについて

イクネスしばた 24

　税務研修会
　28 年度税制改正研修会を 3 会場にて開催し、税務署担当官によ
る説明と解説、会員以外の方々にも参加して頂きました。

　決算期別説明会開催
　28 年度決算期別説明会を４月・７月に開催し、会員以
外の方々にも出席して頂きました。税務署担当官の研修
終了後、個別に質問を受け付け、たくさんの方々が質問
されていました。


